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蚊 （Oohle−rotcat − ．s　sp ．）の 幼鐡 及 び 蛹の 海水

　　　 鹽分 に 對 す る抵 抗 性 に 就 い で

　　稻 　 葉　 茂　 正

（束 京 交 理 科 大 學 動 物學 教 室 ，
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　　海水や諸 腫の 鹽類溶液が
一

般 に 大 多數 の 昆 蟲に 對 して 有 襟 に作 用 す る事が

知 ら匙 て 居 る が ，CulicidaC（蚊研）に 屬す る昆蟲 の 中に は 可 な bの 濃度の 鹽類熔

液又は海水 中に 於 て
， 相嘗長 時間生 命 を保持 し， 又發育を完了 し得る もの N あ

る事 は甎1に： B ．x［，1；OULt （1921），　 C ｝IIDE ，srEIL （1915），
　SENIO：1−1“’

コ
ー1［TE （192G，

，2S），

IVuoDl−r［r．T，（19SS）等の 諸氏 に よつ て 報ぜ られ て 居 る。こ れ は生態墾的 に 興味あ．

る 問題で あ らう。著 者は靜岡縣下 田 の 東 京丈理科 大學臨海實驗丹1附近 の 海岸の

水 溜 IF　Oelblerotatt二．s　sp ．が 著 し く繁殖 せ る を認 めた の で ，今夏 （193＄）， 蘇種の

海水並び に食鹽溶液に 覇す る羝抗 性に 就 い て 小 實驗を試みた 。

　　實驗 に用ひ た Ocん伽 伽 鰯 sp ．の 棲息場所は滿潮線 よ り稍上 部の 岩石 上 に

生 じた水溜一 之 を八 木博 士 の 御 提示 に よ り 「潮線上方水溜」 と名附ける一

で あつ て
， 幼蟲及 び 蛹 の 櫨 皀せ る水 溜 14 個所の 鹽分を 昭和 ユ3 年 7 月 g1日檢せ

しに第 1 表 の 如 き もの を得 た。

　　此 の 結果第 8 及び第 耳 を除 く外は大部分 Saliuity　G ％o 以下で
， 皀防 棲息

楊所 の 多 くは鹽 分が 海水 よ り邁 か に低 い
。 然 し第 S の 水 榴で は Salinity　35．1 ％o

で 略海水 と同濃慶で あ り，第 14 の 個所で は Sali磁 y　56％ で
， 可 な り濃厚な鹽分

と なれ る に も拘 らす 多數の 幼蟲 及 び 蛹が 棲息 し て 居 た。而 し て之等 の 水 溜は 何

れ も小さ く， 從 つ て 日 射 ・潮 汐 ・降雨 ・風 波等に よつ て 可 な り激 し く變化す る

t
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稻葉茂 r庫 蚊の 幼蟲 及 び 蛹 の 海 水 鹽分 に 蠧｝す る抵 抗 性 に 遡 い て 2 ［7

こ とは 必 然で あ る か ら， こ の 蚊の 幼 蟲 及 び蛹 の 鞴分濃 慶の 變化に 對す る適應性

は 可な り高度の もの と推察す る こ と が 出來る 。

　　實験的 に は海水及 び 食鹽を 以 て 諸種 の SatinLtyを示 す溶液を作 り．そ の 溶

液内に蚊 の 維齡幼蟲 及び 蚋を入れ て そ の 抵抗性を親 察し た 。 第 1 の 實驗は天然

海 フkを種 々 の 濃度 に蒸溜水 を以 て 儺 雕 し．その 液中に Oclblcrotc’
stt，．s　sl〕，の 幼描 及

び蛹 を飼育 し．そ の 生 存時闇 を槻察 した。 實驗妻こ は 第 ｛ の 水 溜 （StLlinity　4．2）

瞬 妻息せ る最絡齢幼 蟲 及 び 蛹 を1・1弥 た 實驗に 用 ひ た天  毎フk の S・ Linityは

32・2 で あ る。飼育に は直徑 3・CI｝・・高 さ 9・ cni ・の 標本瓶に翻 く
・蒸 溜水 及 び 兩者

の種 々 の 割含の 焜合液 を各 10Dcc 宛 入 れ て 用 ひ た 。混 合液の 割合は 9 ：1
，
S ：2．

7 ：3 等 10t・u 宛の 差に よ つ て 9 通 IJの 稀釋溶液 を作 つ た。實驗用各液の 澀度は

同時的 に は夫 震 略等温で ある が ，時間的 に は室澀に 件つ て 變化 し，25 乃至 29℃

で あつ た。各液 に は幼蟲 ・蛹 共各 5〜 6 個髏宛入れた。實驗中食物は特 に 與 へ な

か つ た b こ の 結果最絡齢幼蟲は實驗開始後 65 時間内に 於て 35％ 蛹化 し，殘存

幼蟲は全部生存 して ゐた。蛹で は實驗開始後 41 時間 内に於 て 89 ％ 羽 化 し 、
65

時間後には杢部羽化 した。海水か ら蒸 溜水 に 至 る各 濃 度 の 海水 に於て ，幼蟲及

び 蛹の 蛹化叉 は 弱 化 に 要す る時間は實驗 に 用ひ た個體 の 發育程 度が まち まちで

あ つ た事 と．個體数の 少 い 事 と に よ つ て ，そ の 遲速 を充分に 比較す る事は 不 可能

で ある が
， 今回の 實驗で は著 しい 發育速度の 邊速は認 め られぬ や うで ある。

　　第 2 の 實 験 は天 然海水 に 代 ふ る に NaCL の 溶液 （蒸 溜水 1 立 中 に 食鹽

1翅 gr，溶か した ）を用 ひ ，之 を蒸溜水 に よつ て 稀釋 して 用 ぴた。溶液 ユ00　cc 中

に含有 さる る RaC ［の 量は 4，3　gr．乃至 ユ唖．2gr．で 之 を S段階に 分け た。從つ て

之等 の 溶液中 Na ．Cl の 量は最少の 場合で も天然海水の それ よ り遙 か に 高濃度で

あ る 。 竃験に 用 ひ た方 法は第 ユ 寶驗 と略 同樣で あ る が 1 此 の 實驗で は幼蟲 は各

瓶 に 7〜S 個體宛入れ ， 蛹は個體數不足 の 爲に 3〜4 個體宛 しか 用 ぴ られ なか つ

た こ の 結某 は第2表 に 示 す如 くで あ る。こ の 結果 か ら考察す る に 最絡齢幼蟲は

溶液に於 け る NaCl の 量が ユ2．8 ％o 以 上 に な る と 10時間以内に 杢部死滅 す る。

NaCl の 7、1 ％ か ら 9．9％ の 範圍内で は終齢幼蟲 は 可な り長時聞生春に 耐へ

得 る が
，
殆 ど蛹化 す る事はな い

。
NaG15 ．7％ 以 下 の 溶液 中で は 31 時間以上生

　　　　 ナ
存 し得 3こ蛹化 も幾分可能の や 5で ある。同じ實 驗に 於て 蛹の 場合は幼蟲 よ り

も遙 に 1’

aCl 溶液に 掛 して 生 存率が 大 き い や うで あ る。． ．
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湘 s 昆 蟲 ・第 十 二、： 堡 節 穴 覬

　　　W 剛 川 ［r・1・（1”：
一
｝g，）の 降 究に依れば ‘　

’
・tte．，・　．1；・・t・ity… ，，s　la　 1L職 ・

・
tli 販 ・

・．以

」：の 疉 分 で は幼蟲は遜常の 發育 を と げ る事 1ま1嘱 鍛 い の で ．例 へ ば S．1嚆％ で

は 催か に 析 ％ 朋化 ナ るが S．111編 で は杢 く朋 化ず る もの は な い と云 ふ 。然 し

輔の 生 存 力は 強 く、S瀞 ％ か ら S．7U
，

Ug’
o に 移 して も illL1％ 波蟲 と な ij．S．1蘭 編

の 溶液 中に 於 て も 櫛 96 も羽化す る こ と を報告 して 1
，
1｝る。帥ち蛹は溶液の 盟分

濃 度（滲透壓 ）に 對 して 司域 り強い 抵抗 力を持 つ て 居 る こ とが 知 ら訌 る 。

　　 翻 つ て 著者が 自然1伏態及び 實．驗結果 か ら考 察す る に 下 ll
』
「滑岸 の 潮彰1しL方水

溜に ：臨巳す る Ochlci’otrttTt．s　sp ．も鹽分 （滲透璽至）に 對す る可域 1丿 強 い 抵抗 力 を持

つ もの で あ る e 殊 に 食鹽溶液 7」 ％〜e）．1）L・／
。 内で は 碗 ‘・，

・
伽 f卍粥 i・．の幼蝨は

生 存 し得る も殆 ど蛹化 し彳響ざ るは環 境 の 滲透璽と蛹 化 の 機 轉 と關 係ある もの と

推察 される もの で あ る。

　　 木小研究 は 下泉重 吉教授 の 御指導に よ る もの で ．臨 海實驗所長高 颶陵
一

博
’
十並 び に 八 木誠政 1専十 に御校閲 を賜 つ た。叉 實驗途 行に 際 し澤野英四郎博 壬及

び 尾原信彦學士 は 多大の御 便蛸二を與 へ られた。擱 筆す る に ？：ヤ1）前記諸氏 に 感謝

の 意 を表 す る
。

第 1 表 幼蟲 及 び 蛹 の 棲 息場所 の 蠱 分

水 溜 り め番 號 鹽分 （Salinity）
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